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（9月27日巌流島） 

ごあいさつ 文化協会会長 中村 克衛 

月日の経つのは早いもので、もう一年が過ぎました。各位のご活躍に敬意を表し 

ます。昨年度の自主事業の目玉といえば、澤和樹＆響ホール室内合奏団バレンタ 

インコンサート～弦楽と映像の出逢い～でした。アニメーションで表現された日本 

初の公演ですもの。600名余りの来場者に喜んでいただき感激でした。２年がかり 

で実現したものです。文化バスは例年どおり、博多座観劇と関門地区の歴史探訪 

でした。文化財探訪はバスの一日行程内に限られますので、選定に苦しいものがありますが可能な限り

ご要望に応えるべく努力いたしております。市民文化祭や各部門の多彩な行事が行われますが、文化

発展の基になることを信じて期待いたしております。今年度も皆様の期待に応えるべく努力いたします

ので、ご支援のほどお願いいたします。 

山陽小野田市文化協会だより 
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文
化
財
探
訪
（平
成
30
年
9
月
27
日
）  
 
 

長
谷
川 

知
司 

「
佐
々
木
古
志
ら
う
」
と
は
1612
年
４

月
13
日
、
巌
流
島
で
の
戦
い
で
敗
れ

た
佐
々
木
小
次
郎
の
阿
武
町
に
あ
る

墓
の
名
で
、
子
孫
に
害
の
及
ば
ぬ
よ

う
に
と
考
え
た
名
前
と
思
う
と
、
一

族
の
苦
悩
が
偲
ば
れ
ま
す
。 

 

今
回
の
文
化
バ
ス
は
、
唐
戸
港
か

ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
、
巌
流
島
と

門
司
港
へ
渡
り
ま
し
た
。
冒
頭
に
書

い
た
こ
と
を
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら

聞
き
ま
し
た
の
で
、巌
流
島
に
渡
り
、

宮
本
武
蔵
、
佐
々
木
小
次
郎
に
な
り

き
り
、
昔
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

門
司
港
で
現
実
に
戻
り
、
美
味
し
い

「
焼
き
カ
レ
ー
」
を
食
し
、
午
後
は

出
光
美
術
館
で
、
海
賊
と
呼
ば
れ
た

男「
出
光
佐
三
」に
再
度
な
り
き
り
、

出
光
商
会
や
美
術
品
を
鑑
賞
し
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
北
九
州
市
立
白
野
江
植

物
公
園
で
め
ず
ら
し
い
白
ヒ
ガ
ン
バ

ナ
の
群
生
や
10
月
サ
ク
ラ
な
ど
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
こ
は
、

植
物
、
野
鳥
、
昆
虫
そ
し
て
風
景
を

四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
め
る
よ
う
に

綺
麗
に
手
入
れ
、工
夫
さ
れ
て
い
て
、

江
汐
公
園
と
は
ま
た
違
っ
た
楽
し
み

方
が
で
き
ま
す
。 

 

今
回
の
中
身
の
濃
い
か
つ
、
ス
ロ

ー
な
文
化
バ
ス
が
、
私
の
ペ
ー
ス
に 

            

 

                          

  

合
い
と
て
も
味
わ
い
深
く
よ
か
っ
た

で
す
。 

 

           十
一
月
花
形
歌
舞
伎
「あ
ら
し
の
よ

る
に
」  

 
 
 
 
 
 
 
 

比
嘉 

朝
康 

今
年
度
の
観
劇
は
2018
年
11
月

17
日
に
「
博
多
座
」
で
開
催
さ
れ
た
、

新
歌
舞
伎
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」
を

54
名
が
観
賞
し
ま
し
た
。 

「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」
は
1994
年
に
出

版
さ
れ
た
児
童
文
学
で
す
。
こ
れ
を

歌
舞
伎
舞
台
化
し
た
も
の
で
す
が
、

ど
う
な
る
も
の
か
と
興
味
津
々
で
し

た
。
通
常
、
捕
食
関
係
に
あ
る
狼
と

山
羊
と
の
友
情
を
描
い
た
も
の
で
す
。 

            

  

                                         

                

           

歌
舞
伎
と
い
え
ば
、
せ
り
ふ
ま
わ

し
が
難
解
な
も
の
で
す
が
、
わ
か
り

や
す
く
、
現
代
的
な
セ
ン
ス
の
笑
い

を
盛
り
込
み
な
が
ら
歌
舞
伎
の
古
典

的
な
手
法
を
取
り
入
れ
た
意
欲
的
な

作
品
で
し
た
。
こ
れ
も
、
が
ぶ
役
の

中
村
獅
童
や
、
め
い
役
の
尾
上
松
也

の
個
性
あ
ふ
れ
る
名
演
技
に
よ
る
も

の
と
感
動
し
ま
し
た
。 

令和元年度 文化協会事業計画 

１．主な会議の開催について 

役員会・常任理事会   平成31年4月25日（木）・5月9日（金）    不二輸送機ホール 

総会・理事会       令和 元 年5月18日（土）              不二輸送機ホール 

   企画実行委員会、文化協会だより編集委員会、自主文化事業実行委員会、各部門部会など随時開催 

２．主な事業実施について 

 （１）自主文化事業 

開 催 日 事 業 名 会 場 

5/17(金) ～ 19(日) 春の文化祭 美術工芸部門文化展 不二輸送機ホール 

5/19(日) 春の文化祭 第12回コーラスフェスティバル 不二輸送機ホール 

 9/21(土) （仮称）沖縄島唄（比嘉真優子ほか） 不二輸送機ホール 

（２）文化バス（個人会員限定） 

開 催 日 行 き 先 備 考 

19/29(日) 博多座の集い「サザエさん」 45名予定 

10/17(木) 文化財探訪 しまなみ方面 大山祗神社・平山郁夫美術館・耕三寺 45名予定 

（３）第15回山陽小野田市民文化祭 

開  催  日 事  業  名 会 場 

119/21(日) 川柳大会 不二輸送機ホール（研修室） 

10/26 (日) 市民音楽祭（合唱・合奏部門） 不二輸送機ホール（大ホール） 

 10/13 (日) 日本舞踊祭 不二輸送機ホール（大ホール） 

10/18 (金) ～ 20 (日) 展覧会 不二輸送機ホール（小ホール） 

10/20 (日) 邦楽大会 不二輸送機ホール（大ホール） 

11/22 (土) ～1 3 (日) 華道展 不二輸送機ホール（小ホール） 

 11/23 (日) 市民茶会 須恵福祉会館（和室） 

11/23 (日) 洋舞演劇祭 不二輸送機ホール（大ホール） 

 11/10 (日) 短歌大会 小野田商工センター 

11/10 (日) 俳句大会 高千帆福祉会館 

（４）児童生徒書道展 

開  催  日 事  業  名 会 場 

1/30 (木)～2/5(水) 第15回山陽小野田市児童生徒書道展 おのだサンパーク 

（５）文化協会だより「さんようおのだ文化」第14号  平成31年7月発行予定 

（６）割引対象事業 

開 催 日 事  業  名 会 場 

19/21(土) （仮称）沖縄島唄（比嘉真優子ほか） 不二輸送機ホール 

 12/16(日) 落語講演会（予定 林家木久扇、桂米多朗ほか） 不二輸送機ホール 

 

❤ 新 規 会 員 募 集 ❤ 

山陽小野田市文化協会の活動に賛同していただ
ける会員を募集しています 
 
●会費 個人会員 年額（1口）２，０００円 
    団体会員 年額（1口）５，０００円 
    賛助会員 年額（1口）５，０００円 
●会員の特典 
・個人会員・賛助会員の方は、割引対象事業の会
員割引が受けられます。 

・会報、その他事業案内をお届けします。 
・個人会員限定の文化バスの交通費が割安になり
ます。 
●申込方法 
加入申込書にご記入の上、会費を振込または事
務局で直接納入してください。 

 
 
 
 
 
 
 

☆
美
術
工
芸
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

奥
田 

英
雄 

☆
茶
華
道
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

茶
華
道
柴
山
流
煎
茶
小
野
田
支
部 

 
 
 
 
 
 
 
 

☆
日
舞
部
門 

                  

琴
吹 

廣
優 

 
 
 
 
 
 
 
 

☆
洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
田
郷
土
史
研
究
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

☆
邦
楽
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
口 

昌
美 

 
 
 
 
 
 
 
 

☆
音
楽
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
武 

孝
弘 

（11月17日 博多座） 

山陽小野田市文化協会だより 
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さんようおのだ文化 

１ 

2019.2.9 澤和樹＆響ホール室内合奏団バレンタインコンサート 



(絵を楽しむ会） 

（岳春流詩吟同好会） 

   

俳 

句 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

朝
寒
の
窓
開
け
る
べ
し
伯
耆
富
士 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
平
島 

照
雄 

山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

秋
晴
れ
や
少
し
遠
出
の
車
椅
子 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

益
田
満
寿
美 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

漱
石
と
子
規
の
道
後
や
今
日
の
月 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

平
原 

廉
清 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

ゴ
ン
ド
ラ
の
点
と
な
り
ゆ
く
渓
紅
葉 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

藤
本 

京
子 

山
陽
小
野
田
観
光
協
会
会
長
賞 

聞
き
流
す
こ
と
も
世
過
ぎ
や
花
八
手 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

久
保
山
照
子 

山
陽
小
野
田
俳
句
協
会
会
長
賞 

身
の
節
の
ゆ
る
ぶ
湯
浴
み
や
虫
し
ぐ

れ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

山
本 

桂
子 

川 

柳 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

白
い
地
図
神
か
ら
貰
う
ゼ
ロ
番
地 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

吉
村 

正
枝 

 
 
 
 
 
 

 

                       

合
唱
、
様
々
な
楽
器
の
奏
者
な
ど

約
300
人
が
出
演
す
る
演
奏
会
で
す

か
ら
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
台
風
の
影
響
で
会
場
の
準
備

が
前
々
日
に
前
倒
し
に
な
っ
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
が
準
備

に
集
ま
り
ま
し
た
。
改
め
て
皆
様
の

協
力
に
よ
り
開
催
で
き
て
い
る
の
だ

と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

              

「
カ
ラ
オ
ケ
文
化
の
発
展
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

た
か 

ひ
ろ
し 

 

近
頃
、
テ
レ
ビ
で
は
様
々
な
歌
番

組
や
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
唱
力
を
競
う
番

小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

若
く
て
も
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
こ
の
暑 

さ 
 
 
 
 
 

 
 
      

藤
山 

杏
子 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

明
日
へ
の
希
望
膨
ら
ま
せ
る
夕
日 

 

中
前 

幸
子 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

半
々
に
神
が
割
り
振
る
運
不
運 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

  

上
野 

悦
子 

小
野
田
世
面
多
留
川
柳
会
賞 

平
和
継
ぐ
決
意
新
た
な
原
爆
忌 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

藤
本
茂
喜
代 

短 
歌 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

決
め
つ
け
て
物
を
言
ふ
な
と
言
ひ
し

よ
り
淋
し
げ
な
る
妻
の
横
顔 

木
下 

幸
吉 

山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

気
に
入
り
の
紬
の
衣
を
身
に
ま
と
い

棺
の
姉
は
旅
立
ち
に
け
り 齊

藤 

良
子 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

い
つ
の
日
か
我
が
手
払
う
た
義
母
の

手
が
差
し
出
す
同
じ
手
に
し
が
み
つ

く 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

岩
崎 

妙
子 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

軒
下
に
吊
り
下
げ
ら
れ
し
九
条
葱
葉

月
の
雨
に
緑
葉
が
反
る 

壱
岐
由
美
子 

    

「
作
品
は
観
せ
る
も
の
」 

絵
を
楽
し
む
会 

原
田 

頼
邦 

 

私
は
厚
狭
公
民
館
で
絵
画
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。
文
化
協
会
の
美
術
工 

            

組
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
も
手
伝
っ
て
か
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
家
の
あ
い
だ
で
は
、
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
で
の
歌
唱
力
や
プ
ロ
志
向

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

指
導
者
で
あ
る
各
教
室
や
同
好
会

の
会
主
、
会
長
さ
ん
も
そ
の
分
ハ
ー

ド
ル
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳

で
日
々
冷
や
汗
と
努
力
に
余
念
が
な

い
で
し
ょ
う
。 

今
年
、
第
四
回
目
と
な
る
「
愛
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
の
祭
典
」
は
、
来
た

る
八
月
四
日
（
日
）
九
時
三
十
分
開

場
、
十
時
開
演
、
不
二
輸
送
機
ホ
ー

ル
に
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

会
員
相
互
が
切
磋
琢
磨
し
、
山
陽

小
野
田
市
に
於
い
て
、
益
々
カ
ラ
オ

ケ
文
化
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
、

努
力
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

     

「
芸
事
に
想
い
を
よ
せ
て
」 

 

藤
田
流
千
代
寿
会  

藤
田 

扇
広 

 

幼
い
頃
か
ら
舞
踊
を
習
い
始
め
て

お
り
ま
し
た
。「
成
人
し
て
か
ら
も
芸 

芸
部
に
属
し
、
写
真
、
絵
画
、
書
道
、

陶
芸
、
創
作
造
型
な
ど
幅
広
い
分
野

で
活
動
さ
れ
て
い
る
人
達
と
同
じ
グ

ル
ー
プ
で
す
。 

 

私
達
の
絵
画
教
室
で
は
絵
を
試
行

錯
誤
、
難
儀
を
し
な
が
ら
描
い
て
い

ま
す
。
で
き
た
作
品
を
皆
さ
ん
に
観

て
も
ら
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。 

 

ど
の
分
野
の
文
化
活
動
も
一
緒
、

皆
さ
ん
に
聴
い
て
観
て
い
た
だ
く
事

が
大
事
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

文
化
人
の
町
と
し
て
美
術
工
芸
作

品
が
展
示
で
き
る
施
設(

美
術
館)

が

欲
し
い
で
す
ネ
。 

               

「
記
念
大
会
を
顧
み
て
」 

 

岳
春
流
詩
吟
同
好
会
会
長 

作
花 
岳
春 

 

私
達
、
岳
春
流
詩
吟
同
好
会
は
、

毎
年
五
月
に
「
春
季
吟
詠
大
会
」
と

十
一
月
に
「
秋
季
吟
詠
大
会
」
十
月

の
「
市
民
文
化
祭
・
邦
楽
大
会
」
に

参
加
し
て
い
ま
す
。 

一
昨
年
五
月
、
岳
春
流
創
立
四
十 

   

は
身
を
助
け
る
。き
っ
と
役
に
立
つ
。」 

と
の
母
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
、

現
在
ま
で
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。 

舞
踊
の
世
界
は
幽
玄
に
し
て
華
麗 

で
そ
の
魅
力
に
ひ
か
れ
歳
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
も
市
民
文
化
祭

等
、
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
は
、
先
生
を
は
じ
め
仲
間
の
方
々

の
助
け
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

 

生
き
て
ゆ
く
力
を
与
え
て
く
れ
た

母
の
言
葉
は
、私
へ
の
遺
産
で
あ
り
、

大
切
な
財
産
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

            

「
フ
ラ
に
魅
せ
ら
れ
て
」 

ア
ロ
ハ
・
フ
ラ
小
野
田 

名
和
田
扶
佐
代 

 

2010
年
ア
ロ
ハ
・
フ
ラ
小
野
田
は
高

千
帆
福
祉
会
館
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
フ
ラ
は
文
字
を
持
た
な
か
っ
た

古
代
の
ハ
ワ
イ
の
人
々
の
神
話
や
伝

説
な
ど
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
手
段
と

し
て
発
展
し
ま
し
た
。 

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ハ
ワ
イ
ア
ン
ソ

ン
グ
に
合
わ
せ
て
踊
る
の
で
、
能
ト

レ
に
も
な
り
、
心
も
身
体
も
癒
さ
れ

ま
す
。
若
い
方
か
ら
中
高
年
の
方
ま 

         

 

  

五
周
年
記
念
大
会
を
県
内
外
の
各

流
・
各
会
の
諸
先
生
の
ご
臨
席
を
賜

わ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
事
、

会
員
一
同
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
詩
吟
を
愛
し
「
吟
道
一
筋
」
の

初
代
岳
春
と
共
に
岳
春
流
を
発
会
し

て
「
四
十
六
年
」
吟
を
心
の
支
え
と

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

諸
先
生
方
の
ご
指
導
、
ご
支
援
と
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
依
る
も
の
と

深
く
感
謝
致
し
て
し
て
お
り
ま
す
。 

「
吟
の
道
は
人
の
道
な
り
」
と
言
い

ま
す
。仲
良
く
楽
し
く「
人
間
向
上
」

に
努
め
て
い
ま
す
。 

    

「
市
民
茶
会
を
担
当
し
て
」 

 
 

 

裏
千
家
茶
道 

藤
永
満
里
子 

こ
の
た
び
市
民
茶
会
を
お
引
き
受

け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
社
中
、
同

門
一
同
で
「
楽
し
い
御
茶
会
が
で
き

る
と
良
い
ね
」と
話
し
合
い
ま
し
た
。

市
民
茶
会
と
い
う
こ
と
で
地
元
の
焼

物
を
と
須
恵
焼
の
徳
利
を
花
入
に
見 

   

で
力
を
合
わ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
洋
舞
祭
、
フ
ラ
の
発
表
会
な
ど

を
目
標
に
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
フ
ラ

を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

               

  

♪
音
と
映
像
の
饗
宴
に
よ
る 

バ

レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
大
盛
会
♪ 

 
 
 

常
任
理
事 

竹
内 

道
子 

東
京
藝
術
大
学
、
澤
和
樹
学
長
が

率
い
る
響
ホ
ー
ル
室
内
合
奏
団
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ
れ
た
映
像
に
よ
る
「
音

楽
と
映
像
の
コ
ラ
ボ
」
は
、
想
像
を

絶
す
る
も
の
で
早
春
に
ふ
さ
わ
し
い

素
敵
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
企
画
は
、
東
京
藝
術
大
学
創

立
百
三
十
周
年
記
念
に
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
実
現
し
た
も

の
で
、
日
本
人
が
最
も
好
む
ヴ
ィ
ヴ

ァ
ル
デ
ィ
の
「
四
季
」
に
、
世
界
中

か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
四
人
の
選
り 

立
て
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も
よ
く

て
お
陰
様
で
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お

越
し
い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。 

市
民
茶
会
と
い
う
誰
も
が
楽
し
く

気
軽
に
参
加
で
き
て
、
お
い
し
い
お

茶
を
一
服
い
た
だ
け
る
機
会
が
末
永

く
続
い
て
、
文
化
薫
る
町
の
発
展
に

つ
な
が
っ
て
い
け
れ
ば
良
い
と
心
か

ら
願
い
ま
し
た
。 

                 

「
第
14
回
市
民
音
楽
祭
を
終
え
て
」 

 
 
 
 
 
 
 

佐
貫 

政
彰 

 

10
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
第
14

回
市
民
音
楽
祭
。
開
催
直
前
に
季
節

外
れ
の
台
風
が
近
づ
く
中
、
開
催
中

止
か
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
が
、
進

路
が
逸
れ
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

私
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
10
年
く

ら
い
前
か
ら
参
加
し
、
舞
台
裏
か
ら

皆
さ
ん
の
演
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

                

す
ぐ
り
の
ア
ニ
メ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が

描
い
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
、
同
大

学
の
有
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
卓
越
し
た

技
法
を
駆
使
し
人
工
知
能
を
導
入
し

た
世
界
初
の
試
み
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
で
し
た
。 

細
や
か
な
音
の
流
れ
に
合
わ
せ
て

お
洒
落
な
映
像
の
動
き
は
、
私
た
ち

観
客
の
心
に
確
実
に
届
き
ま
し
た
。

や
は
り
、
生
の
芸
術
は
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。 

  

平成30年山陽小野田市民文化祭 

平成３０年９月２日～１１月１１日 

音  

楽  

部  

門 

山陽小野田市文化協会だより 山陽小野田市文化協会だより 
２ 

日  

舞  

部 
 

門 

洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

文   

芸   

部   

門 

美 

術 

工 

芸 

部 

門 

邦   

楽   
部   

門 

茶 

華 

道 

部 

門 

（藤田扇広） 

３ 

（11月3日市民茶会） 

（10月7日）市民音楽祭 

歌
謡
の
部 

（アロハ・フラ小野田） 

自 

主 

文 

化 

事 

業 

（愛のチャリティ歌の祭典） 


